
ご使用される診断機の時計設定を「設定」から確認します。

事前にパソコンへ仮想PDFプリンターをインストール

仮想PDFプリンターをインストールしておくことによりPDFとして

保存（出力）することができます。

検索サイトで「仮想pdfプリンター」などで検索して頂くと各種

仮想PDFプリンターが検索されますので、目的にあったソフトを

インストールしてください。

診断を行い診断結果を保存します。

診断機の診断機本体（SDカード）をパソコンに接続します。

手順書を参考にPDFファイルを作成して下さい。

DiagPrintout  取扱説明書  

診断レポート作成の流れ

1.

２.

３.

４.

５.
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■重要■

診断レポート印刷イメージ

　　事前に仮想PDFプリンターをパソコンへインストールしておくことにより、印刷時にPDFとして

　　保存（出力）できます。

　　検索サイトで「仮想pdfプリンター」などで検索して頂くと各種検索できますので、目的にあった

　　ソフトをインストールしてください。

車両情報

診断・作業情報

診断日は診断機本体設定の

日付が反映されます。

レポート作成前に必ず確認

してください。

自社情報
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DiagPrintoutの起動 ４．

１． ホーム画面が表示されます。

①「愛車診断レポート」画面が表示されます。

２．

「DiagPrintout]をダブルクリックします。

３．

「DiagPrintout」をダブルクリックし起動します。

①-3 選択することで、「作業サポートレポート」

　画面が表示

1

診断機（SDカード）をパソコンに接続して該当の「リムー

バブルディスク」をダブルクリックします。

①-2 作成レポート選択ボタンで、レポートの

　種類を選択できます。

１．基本操作

「DiagPrintout]ソフトをダウンロードする為に、ご使用の診断機をアップデートして下さい。

アップデートを行って頂くことにより診断機内（SDカード内）にソフトがダウンロードされます。
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自社登録情報 車両情報登録

１． １．

「自社情報」をクリックします。

２．

２．

※ ファイル名 Companyinfo.cix で保存されます。

３．

任意のファイル名を入力し「保存」ボタンを押して

保存します。「ファイル名.vix」で保存されます。

入力欄に必要事項を入力して「OK」をクリック

します。

※「仕様テスタ」欄には交付申請時のコード番号や

本体シリアル番号を入力してください。

「新規作成」をクリックして車両情報を入力

します。

入力欄に必要事項を記入して「保存」を

クリックします。

ファイルの保存先は任意のフォルダで問題ありませ

ん。診断機（SDカード内）の「DiagPrintout」フォ

ルダなど分かり易い場所を指定してください。

2 3
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診断ファイルの選択 ２．

１．

①-1 愛車診断レポートの場合

３．

①-2 作業サポートレポートの場合

作業前後の状態を記録する事ができます。

診断ファイルが読み込まれました。診断ファイルの

内容は「診断レポート印刷イメージ」の診断結果に

反映されます。

4

入庫時（作業開始前）と出庫時（作業終了後）の

診断ファイルを読み込みます。

「DTC診断ファイル」の右側のボタンをクリックし

て診断機で保存した診断ファイル（自己診断結果を

保存したXMLファイル）を読み込みます。

「診断ファイル」は診断機内（SDカード内）の

「Reports」フォルダに保存されているXMLファイル

です。該当するファイルを選択し読み込みます。
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印刷設定～印刷 ４．

１．

５.

'２．

「プリンターの設定」ダイアログが表示されます。

３．

「印刷」をクリックし印刷ダイアログを開きます。

5

印刷ダイアログが開きますので、プリンター名が

２．項で設定したプリンター名になっていることを

確認して「OK」ボタンをクリックします。

「プリンターの設定」のボタンをクリックしてプリ

ンターの設定を行います。

「プリンター名」のタブをクリックして事前に

インストールされたpdfプリンターを選択し

「OK」をクリックします。

「印刷結果を名前を付けて保存」ダイアログが

表示されます。

任意のファイル名を指定、任意のフォルダを指定し

て「保存」ボタンをクリックします。

Microsofut Print to PDFの場合
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